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男女関係におけるタイ語の「ph£i」と「n6っr］｝」の使い方と性差
宮　本 　　　　い　　　ヘマフソー
The　Use　of　the　Thai　Terms‘‘phfi”／“n6っ弓”and　Gender
Marasri　MIYAMOTO
　　　Th三s　paper　aims　to　study　gender　by　anal｝・zing　　the　Thai　ki鶏ship　terms　”phfi　（o圭（ier
sibling）”and”n6つrl｝（youager　sibling）”that　are　used　as　re£erences，　addresses，　and　pronou鷺s
betwee猛men　　a難d　womeR　　玉n　various　kinds　of　re｝ationship　seen　　in　everyday　life，
1iterature，　short　stories，　poems，　love　so貧gs　，　a簸d　sce！｝arios．　至毛　has　been　fou簸d　もhat　the
もerms” phfi”a鍛d”n6っlj”which　are　used　between　lovers，　betro施eds，　and　the王ike，　as　well　as
beもween　husba益d　and　wife，connoむe　unequal　relationship　betwee職me轟and　women　in　the
Thai　society　l豊the　se鎗seもhat　men　are　superlor　in　power　to　wome識，for　meR　use”Phii”
to　referもo　themselves　a且d　receive　the　address”ph五”　fr（）m　women，while　women　are
never　addressed　”ph！i”by　　me職　　whe施er　or簸ot　there　is　a　difference圭且age　or　social
sむa纐s　betweenもhe　two　sexes。
（英語を訂正していただいた国際文化学科のズグスタ，リチャード先生に感謝したい）
はじめに
　　タイ語の共通語「ph！iJとrnbOD　」は親族名称である。　rphfijは上の兄弟や姉妹（older
sibling）とその配偶者（sp◎use　of　01der　sibliR9＞、そして上のいとこ（01der　cOusin）とその
配偶者（spouse　of　older　cousin）を承す。　「n6っ舅は下の兄弗や姉妹（younger　sibling）とそ
の配偶者（spouse　of　younger　sibling）、そして下のいとこ（younger　cousin）とその配偶者
（spouse　of　younger　cousin）を示す。　rphfi．」と「nboD　」は非親族の人に対しても、　呼称詞
（refereace＆address）や人称代名詞（personai　pronoun）としてよく使用される。年齢約に
少し差がある爾潜には、年．hの者は「ph覚｝（場合によりジph1i＋名前（first　name）または愛
称（nick　name）」）を磨称詞（self－reference）または一人称代名詞（the　first　personal
pronoun）として胴い、　「船っ弓．1、　「nbOD一ト名前または愛称」、　「thee．J　i、　「cao．」2、相手
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の名前または愛称が分かる場合はその「名前または愛称」を鰐称詞（address）または二人称代
名詞（the　secoRd　personal　pronoun）として使用し、そして年下の者は、「n6っ崩、ヂnUu　」3、
あるいは「愛称」を自称詞または一人称代名詞として使い、「phri」または「phTi＋名前または
愛称」を対称詞または二人称代名詞として使うことがある。男女関係において、Hass，Mary
R．（1969）は、タイの社会では、夫婦はお互いのことを呼称するとき、「phUaまたは畷amii
（夫）」、そして「miaまたはphanrayaa（妻）」という親族名称を使わずに、夫は妻のこと
を痛6っ舅と呼び、妻は夫のことを「pkfi」と呼ぶことがあると指摘した。またT沁gsaphat，
K．＆Prasithrathsint，A．（1988）の調査においては夫婦の間には「ph£i」と「n63rp（→一名前、
または愛称）」という言葉で呼称することが実際にあることを証明した。筆者の体験（1998）か
らも次のような会話を耳にしたことがある。
　　　［会話1］あるスーパーで買い物をしている50代の夫婦
夫 ：Na箆，d穿ao　？ao　｛）∂R－i）t乞ih　maa　ha｛　Ph！｛　71う誕
僕
　　　（ナン、後でちょっと細かいお金をphriにちょうだい。）
　　　［会話2iある甫場で買い物をしている30代の女性は店員に
女憶三 　：　Ph？i　i？luz6　cit三｝ot｝，　bδn　ya．αiz　tluaean　，競αα　tdt）　lvaαlt　tきεo．
主　　人
　　　（phfiが好きです。前から食べたがっていたんです。）
　　　絵話3〕ある屋台で食事をしている30代の夫婦
妻ゆhii　Cαsao　Pα0髭鋤bda7Z勲乞η顧
　　　　あなた
　　　（phfi、持って帰りますか。）
　以上の会話の例から、妻は夫のことを「ph篤と呼び、他称詞としても「ph；i」という器葉で
夫のことを言及することがあるし、夫は自分のことを「phfi」と呼び、妻のことを愛称で呼ぶこ
ともあるのが分かる。妻のことを「n6っ崩という親族名称より名前や愛称で呼ぶことが多いこ
とはTingsapat　K．＆Prasithrathsint　A．の調査の結果にもあるように夫は妻のことを呼ぶと
き最も多く使うのは名前や愛称である。しかし、呼称詞の使い方は個人の好み、家庭の事情、地
域の特質などにも関わるので、どんな種類の言葉がどれぐらい使用されるかということにっいて
はここでは扱わないことにする。いずれにせよ、タイの社会では夫婦関係に使周されている呼称
詞や代名詞には「phfi」とrnbっo」という親族名称があることは事実である。
　ここでは、男女の様々な関係において、夫婦関係以外に、その「phfi」と「n6っ弱は呼称調や
代名詞として他にどういう形の関係に使われるか、そして、それらの用い方を通してタイの社会
では勇性と女性がどういう位置付けをされているかを考えたい。研究資料は、実在する人物の観
察とその人達との体験以外にも、文学作晶、小説、映画の台詞、そして特に男女の関係における
様々な形の関係や様々な感情を描いている詞、歌謡曲（love　songs）から集めることにする。
14
論集第20号（1998年）
研究資料の例
　　　その資料の一部を次のように紹介したい。
【例1】短編小説
　　　く恋人同士。男は愛している女性に、一緒に生活するよう求める。〉
　　　男：加∫IYt）ttt々妙効万lhby　．．．．．．haak　ralg　Phli．　rao加∫y磁dftail　lgan，　clz磁ガleαn
撫搬一，？zaa，一磁α一如z．＿．娠｛cα慮｛hdi　mi，a　izlzioo嫌｛？bt　tαai．（乏う31z．（ThaBy　a，
　　　　　Phaithoon：1987，“Khuu　ChiwiもLae　Luatnua”）
　　　　　　お　れ　　　　　　　　　　　　　　　　お　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　れ
　　　　　（phtiを愛しているならphfiと暮らそう。一緒に稼いで、．．．．．．．．．．．．．．．．．phriは
　　　　　窟分の妻には絶紺食べることで苦労させない。）
【例2）古典文学
　　　くカーテンを見て愛している女性のことを四想する男〉
　　　男：“ノ7z磁㍑珈　飯耀2f渉揚｛ノαη漉330　tSzam　　　　　　　caノ・n面ゴma”i　Phit　lvai　－taa　Phii”
　　　（Khun．－ChaRg　Khun　Phaen）
a．1　紅
　　　（このカーテンはワントーンの作晶だ。ph五ははっきりと覚えていて、間違いない）
［例3】恋愛の詩
　　　〈愛しでいる女姓：に〉
　　　男・：Tl））n魏33♂癬αyaa－／yi　i　plzii　ca　ktうM．　（Phongpaiboon，Naowaraむ：1986，”Kham
　　　　　Yart”）
　　　（眠りなさい．．．．．．．．．phfiが子守歌を歌うから）
【例4】恋愛の詩
　　　〈夢の中の女性に〉
　　　男：“yeUtk　nt．n－－iaie　Phdle－－phib　Plli　b　saPldδok
乏oηりiJt　bδoたbo◎冒撚απ傭απ煎」t漉
　　　　　？ao　lehwaam－－fdin　thεεr2　fai　izaiノ’aairii
　　　　　2δ03z磁o　nti　Phti　lzρon　rb3izん磁cαゴ”　（Phong．paiboon，　NaOwarat：1986，“Kham
　　　　　Yart”）
　　　　　（膝枕で横になって暖めたい
　　　　　　冷たい風が強く吹いて、希望のWウソクは消えようとしている
　　　　　　この夜は火の代わりに夢で暖め
　　　　　　　　　　　お　れ
　　　　　　今年の冬もphfiは寂しい心で寝る）
【例5】恋愛の歌謡紬
　　　〈離れた恋人に〉
　　　女性：12づOO納00　ndiao　2iik　hin’aao　C1勲mdi
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　　　　　　　あなた
　　　　　　Phii々加oη磁々！妙khu－imわ磁π」・zaa（Saao　Kruan　Suan　Taeng）
　　　　　　　　　　　　　ホ
　　　　　　（今年の冬もnboglgたぶんまた寒くなる〔寂しくなる〕でしょう
b＞　t．I　t；．
　　　　　　phfi　はおそらく帰ってこない）
【例6】恋愛の歌謡曲
く相季の女性の立場が自分より高いため、恋愛は思い通りにならない〉
　　　男｛生：kiJt　fda　cδo疹∂ゴ磁o　！aai　lelai　Ph7i
　　　　　　sln　kan伽αo　nii，bz・tn　plofii　ma”i　i）lz33　tlzialntlzan　（King　Faa）
　　　　　　　　　　　　　イヒ　　　　　ぴ
　　　　　　（天の花よ！cδoはphfiから遠くへ行ってしまった
　　　　　　ば
　　　　　　phfiが積んだ徳は少ないので、この恋愛はここでおしまいになってしまった）
【例7】恋愛の歌謡繭
く女性を［コ説いている男性〉
女性　：　陀益3窒，η6k　鴛うつ三）　bう31e　bWha　　｝・1・2（乏1
　　　　　　　　　マ
　　　　　（鳥を見て、n60Dが木だと需えば？）
　　　男性：♪ノz7i　feSεσ磁m4iρα㍑ααノ7z　t｛nacaa　　（Sanya　Rak）
　　　　　　ま　
　　　　　（phfiもそのとおりに木だと言う。）
【例8】恋愛の歌謡曲
く女性を；コ説く〉
男1生二bうっi｛襯オ翫参Pnaaた免餓一d｛ゆう3i2擁i’i，　setk　lgham．　oα研≧ki・z伽磁ε｛）伽L　hh．5」o㈱
　　　　　lein　lzhaao　feap？arai．〃z藷o面∫煎ω勲，　sVtaiη勲SiTtai　4如照αo廠α．．．．．．．．．．．（Kin
　　　　　Arai　Thung　Suai）
1．t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畿
　　　　　（教えてください。こんなに可愛くて美しいcaoは普段何を食べるのかphfiに教えて
　　　　　ください。）
【例8】恋愛の歌謡曲
〈初対面の女性に送る言葉〉
男性　；　左〉ひ　‘々乞　piiop　saa17・zz｛ノai　ntia－P寵3z，　s々αo　，？2ttao　satZtn　kiz5っt）　Plz7i　7ti21　7？50．．．．　（Sii
　　　　　Saao　　Chao　Tai）
諮　　Iz
　　　　　（南へ旅に行って出会ったサトン〔南タイの地名〕にいるphfiの女。．．．．．．．．、．．．．）
【例9】恋愛の歌謡曲
　　　〈結婚式が近づいてきた婚約者〉
　　　男性：々鹸〃励zvalz－ZVIttvaa　Isεo顧αJYSot　cktat　cail．
　　　　　（結婚の臼が近づいてきたね。）
　　　女性：磁πノ磁〃磁ゴ，n500舳z　7ildii　kita’i，　piWh？aai．（Bot　Rian　Koon　Wiwaa）
　　　　　　あなた　　なし
　　　　　（ph？i！n5っ弓はとても心配しているのよ。）
【鋼10】恋愛の歌謡曲
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　　　〈求愛された女性はその相手の努性に〉
　　　女性：ρ屠αolehαm　diao　si　yδαた7rdlCi｛ha，man　sEort？at？勲？uraαtho（）ramaα1z髭αc厩
　　　　　Phii　whαmii　felntaア？訥cha－i　mtn，　tl2dia　12jOP　Ph！Sρi麺α々bj31e　pail
　　　　　擁2ガkhog勲7・11ai　cibca5．．．．．．．．．（Piang　Kham　Nan）
　　　　　（その一言は非常に難しい。ずっと心の中にたまっている。
　　　　　あなた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なろ
　　　　　phriはとても緬値があると書ったのですね。でももしnb3gがその言葉を簡単に言っ
　　　　　　　　　　　あなた
　　　　　てしまえばp聴は儒じてくれないでしょう。）
（鋼11】映画の台詞
く前を通る美しい女性をからかっている努達〉
男性：7・zbOD＿72000＿ca　r7ip伽磁＿．＿．＿．（ff・ao一禰？thaρ？Ctt　hlzftn　na＿＿＿（HOng
　　　　　2Run　44）
数　　　　　　　 　君
　　　　　（n60弓。！．．n6PB．！　　急いでどこへ行くの？t．、一一．．．最近ますますセクシーになっ
　　　　　　たね．．．．．．）
様々な男女関係においての「　phii　jと「n53D　jの使い方
　資料のとおり、男女関係においてrph宙とrn63D　」を呼称詞や代名詞として使用するのは夫
婦関係以外に恋人同士、婚約者同士、口説いている勇性と口説かれている女性、からかっている
男性とからかわれている女性、過去の男または女、夢の中の女性との関係もあることが分かった。
そして、小説、詩、歌の場合は、たとえば高級ホテル、高層ビル、外国製の香水の匂いがすると
ころなどの都会を描く時よりも、田んぼ、川、花、風、月、米、小屋などのような田舎の雰囲気
や地方の伝統などを描く際に使われる傾向にある。また、歌の場合は、duetには特によく使われ
ている（90％ぐらいのduetの歌にはヂphfi」と「船っo」が用いられている）。しかし、「ph？i」
が使われているところに、厩6っojは、「caoj、「thee」、「chan」4、「名前や愛称」を代
わりに使われていることがあるため、全体的に、「n63Djは「phri」ほど使用されていない。資
料の種類から言えば、「nbgB　」は詩や歌に他の種類の資料よりも比較的よく使用されている。
詞や歌の中の男女関係は特定の男女のみに限定されているわけではないから、名前や愛称ではな
くrn60g」の方が差し支えなく使いやすい言葉になると考えられるだろう。そして、それらの
資料に出てきた男性と違い、どの関係においても、っまり彬季の男との悶に年齢や社会地位など
に違いがあるか否かを問わず、女性は霞分のことを「phfijと呼ばないし、網手の男性からも
「phfi」と呼ばれることはない。
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「ph祷と「n63D　」が使用されている人間関係のタイプ
　Brown，　R．＆Gilman，　A．（1960＞は「力と連帯の代名詞（The　Pronouns　of　Power　and
Solidarity）」という論文でフランス語、英語、イタリア語、スペイン語そしてドイツ語の人称
代名詞を取り上げて説明しながら次のように指摘した。人は自分と相手との人聞関係が相互的
（symmetri（a1またはr㏄ipro（）a1）であるかそれとも非相互的（asymmetricalまたはnon－　recipre（）al）
であるかを考慮してから代名詞の呼称詞を使う。両者は、学校の友達、i司僚のような洞じ撰属ま
たは対等の立場であれば相互的関係であり連帯的関係でもある。このときに使う代名詞は対等を
表わす相互的なものである。しかし、自分と相手との関係には片方がもテー方と比べると、より
年上、より高い社会酌地位、より金持ち、より強い力、または片方がもう一方の親、雇嗣者のよ
うな身体酌な力、経済的な立場、社会的な立場などの違いがあればすべて非相互的関係であり、
っまり、片方はもう一方と比べると「より力がある（more　powerful　than）」という関係であ
れば、たとえば、フランス語の場舎なら、相手のことをtuと呼ぶが、相夢からはvousで呼ば
れる。このような呼称詞の使い方は両者の関係にある力の差の意味をする（the｝）ower
semantic）使い方であり、力の性質は言語や社会によって異なっていく。
　Brown＆Gi｝manを参考にしたTingsapat　K．＆Prasithrathsint　，　A。（1988）はタイ語の呼
称詞を使う尚者の人間関係を3っのタイプに分ける。
　1．相互酌関係：話者と桐手が平等の関係にあり、両者は互いの役舗が同じだと認めている関
　　　係。たとえば、友人同士、恋人同士、鮪り合い同士、未知らぬもの岡士。
　2．非相互的関係：話者と相手が違う立場にいる関係。たとえば、－hの親族と下の親族の閣係、
　　　夫婦、旦那と使用人、教師と生徒、など。
　3．中立の関係：話者と相手の立場が平等であるか否か、またはその違いを意識していない関
　　　係。たとえば、サービスを与える者とサービスを受ける者の関係。
　ここで、筆者はBrown＆GilmanとTingsapat＆Prasithrathsintの説を参考にしながら
「ph遡と「n63D」を使っているタイの男女の人聞関係を考えたい。注冒したいのはTingsapat
＆Prasithrathsintは恋人同士は相互約関係にあるが夫婦は非枳互的関係にあると振摘したとこ
ろである。両氏は、タイの習慣によれば妻は夫に敬意を表わすのが当然であると説明を付けた。
この説明を基に考えると、タイの社会では、社会的地位や年齢に差がある場合、片方が「p睡」
と呼ばれたりもう一方が「n6DB」と呼ばれる他の親族または非親族の関係と違い、一般的には、
夫婦の場合、夫のことを「ph韓、妻のことを「n6っ舅と呼ぶのは、社会的な地位や年齢だけで
はなく、「夫であること」ど「妻であること」も配慮の墓準となっていると考えられるだろう。
「夫であること」はrph旬と呼ばれるべきであるということである。しかし、恋人、婚約者、
などの他の努女関係も、一般的に言えば、それらの関係は女性と男性との間の相互約関係だと思
われるだろうが、呼称詞や代名詞の使い方を観察すると、仮に、女性が年．とであっても「ph痢
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にはならず、「p臨」を自称詞や他称詞として使用される対象は男性にしかないということが分
かった。これに基づいて考えれば、タイの社会では、央婦以外の勇女関係も央婦関係と隅じよう
に非相互的関係で力的関係であり、そして、そのような関係の中に、より赴会的な力があるとさ
れるのは女性ではなく、男性であるということである。
「ph司と「n50g］に紺する伝統的な価値観とその社会的位置付け
　親族岡士の場合、上の兄弟や姉妹である「ph虜は下の兄弟または姉妹のrn50ny」の面倒を見
たり、守ったり、また指導やり一ダーシップをとったりするし、必要であれぱ親の代わりに注意
したり、命令や指示を出したりすることも出来る立場にいるが、それに対し「nうっe」は「phTi」
に従ったり、敬意を表わしたりするよう義務付けられていて、rph鎖に抵抗したり、侮辱的な
雷動をしたりすると罫悪い人間」だと思われ、社会の中で許されない。このことは、タイの
「ph街と「n6っ0」という親族関係においての伝統的な習慣だけではなく、非親族においての
「ph宙と「船っ射という関係にも洞じように求められている。口常生活でよく見られるように、
自分は「船っ弱だと認識すると、初紺瀬から相手を「phfi」と呼んで先に合掌して挨拶するとそ
の関係はうまくいくとされている。そのルールに従わなければ、「mai　rkuchl〈t漏tam
thi’i－－silug（貴賎の甥をわきまえぬ）」と需われて、付き合いの障害ともなる。他の例としては、
ある大学の後董であるrn6っ唄に歌わせる大学の歌には
　　　“lelzao1’dP　PIz2tl．．＿々1η01・砂力h7i．．．．，々1雄oノ砂Ph？i．．．．．．，、．．．．．”
　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　タ　
　　　（phfi．．．を尊敬する、　phtl．を尊敬する、　phfi．を尊敬する．．．．．．．。）という歌詞から始ま
るものがある。この歌は先董と後輩は同じ家族の者同士のように仲良くして、面倒を見てくれる
先輩に後葡よ敬意を表わし、従うことを表現する。また、
　　　“擁∫o∂ノ宴klUto磁ρ磁α1の30，　mii　tl・t3001ehdo磁ρtM’a擁π”
　　　（銀があればR60gと兇なされ、金があればphfiと見なされる。＝名誉や金持ちになると
親戚と称する者が大勢現われて寄生する）という諺がある。この諺には員6っ◎は銀と例えられ、
銀より高価である金はphhと例えられる。
　要するに、例で承されたように、「phri」と「n6っ明という関係は親族であろうと非親族であ
ろうと、船っQはp懸よりド位の立場に臓かれ、両者の関係における社会の義務やルールに従う
ことを要求されている。男女閣係においても、タイの祉会は、rn6っ躬である女性はrph韓で
ある男性と対等ではなく、女性は保護されて従属する存在でド位に遷かれ、男性は支配的、権威
を維持する存在で優位に立たされているように、祉会的な力の差によってヒドに区別されている
いわゆる縦赴会の人間関係の一つの形だと考えられる。
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男女関係におけるタイ語の1　phii－」と語6っ田の使い方と性差
おわりに
　この研究は呼称詞や代名詞として使われているrphfi」と「n6っり」という言葉を通してタイの
男女関係の現状を論するものである、、民滋主義の進んでいる繭洋の文化を薗接にたくさん受け入
れている都会より、そこから離れたところの生活環境や自然が背景となっている男女の関係には
「ph樹とr船っ崩が比較的多く使用されているということもすでに触れている。このことにっ
いてBrOWA＆Gilmanの指摘にもあるように、階層的な社会構造が緩み、艮主主義が育ってい
くと、それに伴った代名詞の燭法においての人間関係の主流は、力に重点を置く方向から連帯を
重視する方向へと変っていくことも考えられる。また、王aosriwong，N．（1995）も、現在のタ
イの新聞には大臣のような挫会的地位の高い者を「thaan」5の代わりに「khao」6という三人
称代名詞で轡及するようになりっっあることを説明しながらタイ語においての艮主主義化を論じ
たことがある。従って、これからは男女の閥の「phTillと「n6っg」の使い方にも変化が起こりえ
ると考えられるだろう。
注
（1＞「君」や「おまえ」に漁たる、対等以下の人に対して使われる人称代名罰である。
（2＞「鷺」に蚤たる、対等以下の人に対して使われる二人称代名詞である。
（3）r鼠1という意味があり、蹴ヒや年上の人に対して、子供や女性は霞称詞として使ったり、対称詞として
　　使われたりする。
（4）ジ私」、圭に女性が一人称代名詞として使っている。
（5）　ヂ彼」、「彼女］、三人称代名詞の丁寧表現。
（6）「彼（ら）」、「彼女（達）」、単数も複数も使うことができる一般の人を欝及するときに使われるL－1人
　　称代名詞。
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